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県民児協
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ご活用ください！

http://www.saitama-minjikyo.or.jp

埼玉県民児協だよりで
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委員協議会」を「民児
協」と表記しています。
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令
和
４
年
９
月
５
日（
月
）、「
令

和
４
年
度 

第
48
回
埼
玉
県
民
生

委
員・児
童
委
員
大
会
」が
さ
い
た

ま
市
浦
和
区
の
埼
玉
会
館「
大

ホ
ー
ル
」で
、埼
玉
県
内
の
民
生
委

員・児
童
委
員
２
４
０
名
余
の
参

加
を
得
て
、開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
っ
て
、

内
容
や
開
催
規
模
を
縮
小
し
、コ

ロ
ナ
禍
で
の
民
生
委
員・児
童
委

員
活
動
を
考
え
、思
い
を
新
た
に

す
る
機
会
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

第48回  埼玉県民生委 員・児童委 員大 会開 催 報 告第48回  埼玉県民生委 員・児童委 員大 会開 催 報 告
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代
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こ
と
ば

次
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大谷　富夫　県民児協会長

民
生
委
員
及
び
児
童
委
員

知
事
功
労
章

「県民児協では
感染症の状況下
であっても４部
会がそれぞれ努
力を積み重ね、
活動の盛り上が
りを強く感じて
います。コロナ
禍であっても４

部会を中心として、市町村民児協が一丸
となって、地域共生社会を主眼に取り組
んでいきたいと思っています。」

「新型コロナウ
イルス感染症に
より、委員活動
を制限せざるを
得ない状況が生
じる中、様々な
工夫を重ねて活
動を継続されて
い る と 思 い ま

す。引き続き、地域で安心・安全に暮ら
すため、人と人のつながりの橋渡しとし
てご活躍いただきたいと思います。」

大野　元裕　県知事
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第48回  埼玉県民生委 員・児童委 員大 会開 催 報 告第48回  埼玉県民生委 員・児童委 員大 会開 催 報 告

優良民児協表彰永年勤続単位
民児協表彰

代表受賞者
吉川市東地区民児協
会長　鈴木　庄次　氏

代表受賞者
八潮市潮止地区民児協
会長　金杉　光子　氏

大
　
会
　
宣
　
言

大
　
会
　
宣
　
言

　
私
た
ち
が
暮
ら
す
地
域
で
は
、
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
、
地
域
に
お
け
る
人
間
関
係
の
希

薄
化
に
よ
り
、
従
来
の
共
同
体
機
能
が
弱
体
化
し
、
住
民
の
抱
え
る
生
活
課
題
や
福
祉
課
題
も

多
様
化
、
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
っ
て
、
孤
立
や
貧
困
、
虐
待
、
自
殺
等
の
問
題
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
埼
玉
県
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
で
は
、
組
織
改
革
を
行
い
、
令
和

３
年
度
か
ら
「
研
修
部
会
」、「
地
区
民
児
協
支
援
部
会
」、「
広
報
部
会
」、「
主
任
児
童
委
員
部

会
」
の
４
部
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
各
部
会
で
は
、
県
内
全
て
の
委
員
に
成
果
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
、
時
宜
を
得
た
研
修
の
実
施
、

組
織
活
動
の
充
実
に
向
け
た
地
区
民
児
協
へ
の
支
援
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
広
報
活
動
、
子
ど
も

を
め
ぐ
る
諸
課
題
へ
の
対
応
等
に
つ
い
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、
私
た
ち
に
は
、
支
援
を
必
要
と
す
る
人
々
が
地
域
で
孤
立
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
見
守
り
や
相
談
活
動
を
重
ね
る
と
と
も
に
、
地
域
の
幅
広
い
関
係
者
と
連
携

し
、
地
域
共
生
社
会
づ
く
り
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
日
、
こ
の
大
会
の
開
催
に
当
た
り
、
私
た
ち
埼
玉
県
民
生
委
員
・
児
童
委
員
一
同
は
、
自

身
と
家
族
の
安
全
を
守
り
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
、
常
に
地
域
住
民
の
立
場
に
立
っ
て
、
相
談・

支
援
活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、
誰
も
が
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く

り
を
目
指
し
て
、
各
市
町
村
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
活
動
の
強
化
と
地
域
福
祉
活
動
の

推
進
に
取
り
組
み
、
も
っ
て
、
本
県
社
会
福
祉
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
決
意
し
、
こ
こ
に

宣
言
し
ま
す
。

　
令
和
４
年
９
月
５
日

�

令
和
４
年
度　
第
48
回
埼
玉
県
民
生
委
員
・
児
童
委
員
大
会
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久
喜
市　
　
戸　
嶋　
美
紀
子

久
喜
市　
　
千　
葉　
ま
り
子

久
喜
市　
　

　
原　
さ
ゆ
り

久
喜
市　
　
堀　
部　
登
美
江

北
本
市　
　
宇
田
川　
成　
子

八
潮
市　
　
井　
上　
美
代
子

八
潮
市　
　
鹿　
野　
千
惠
子

八
潮
市　
　
荻　
野　
キ
ヨ
子

八
潮
市　
　
宇
田
川　
浩　
子

八
潮
市　
　
小
早
川　
喜　
一

八
潮
市　
　
金　
子　
惠　
子

八
潮
市　
　
渋　
谷　
　
　
隆

八
潮
市　
　
栗　
原　
正　
巳

富
士
見
市　
大　
下　
清　
美

富
士
見
市　
吉　
野　
喜　
一

富
士
見
市　
高　
橋　
く
み
子

三
郷
市　
　
菅　
野　
千
惠
子

三
郷
市　
　
加　
藤　
知　
子

三
郷
市　
　
山　
﨑　
幸　
子

三
郷
市　
　
浅　
賀　
美
智
子

三
郷
市　
　
小　
林　
米　
子

三
郷
市　
　
馬　
場　
榮　
次

三
郷
市　
　
馬　
塲　
三　
枝

三
郷
市　
　
鈴　
木　
光　
子

三
郷
市　
　
佐　
藤　
友
利
子

蓮
田
市　
　
德　
永　
立　
子

蓮
田
市　
　
渋　
谷　
啓　
子

坂
戸
市　
　
力　
石　
ま
り
子

坂
戸
市　
　
前　
川　
孝　
子

幸
手
市　
　
安　
達　
彰　
彦

鶴
ヶ
島
市　
是　
枝　
く
み
子

鶴
ヶ
島
市　
末　
木　
範　
子

鶴
ヶ
島
市　
福　
島　
喬　
子

鶴
ヶ
島
市　
市　
川　
由
利
子

鶴
ヶ
島
市　
原　
田　
常　
子

鶴
ヶ
島
市　
新　
井　
久
美
子

日
高
市　
　
杉　
山　
博　
行

日
高
市　
　
新　
井　
信　
子

吉
川
市　
　
鈴　
木　
庄　
次

ふ
じ
み
野
市　
松　
本　
三
香
子

白
岡
市　
　
髙　
橋　
タ　
マ

伊
奈
町　
　
柳　
澤　
紀
代
美

伊
奈
町　
　
戸
井
田　
相　
子

伊
奈
町　
　
内　
田　
晶　
子

毛
呂
山
町　
南　
舘　
　
　
昇

嵐
山
町　
　
笠　
谷　
芳　
子

川
島
町　
　
江　
﨑　
洋　
子

鳩
山
町　
　
矢　
野　
幹　
夫

東
秩
父
村　
鈴　
木　
一　
男

寄
居
町　
　
矢　
部　
喜
美
恵

宮
代
町　
　
中　
村　
千　
鶴

松
伏
町　
　
永　
井　
富
士
子

松
伏
町　
　
三　
浦　
惠　
子

松
伏
町　
　
山　
内　
知　
子

松
伏
町　
　
鹿　
野　
勝　
利

志
木
市　

東
部
地
区
民
生
委

員
・
児
童
委
員
協
議
会

和
光
市　

第
２
地
区
民
生
委

員
・
児
童
委
員
協
議
会

北
本
市　

中
丸
地
区
民
生
委

員
・
児
童
委
員
協
議
会

秩
父
市　

第
五
地
区
民
生
委

員
・
児
童
委
員
協
議
会

深
谷
市　

幡
羅
地
区
民
生
委

員
・
児
童
委
員
協
議
会

久
喜
市　
久
喜
第
５
地
区
民
生

委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

三
郷
市　
東
和
東
第
１
地
区
民

生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

蓮
田
市　

第
二
地
区
民
生
委

員
・
児
童
委
員
協
議
会

吉
川
市　

東
地
区
民
生
委
員
・

児
童
委
員
協
議
会

所
沢
市　
小
手
指
第
一
地
区
民

生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

飯
能
市　
加
治
東
地
区
民
生
委

員
・
児
童
委
員
協
議
会

狭
山
市　
狭
山
台
地
区
民
生
委

員
・
児
童
委
員
協
議
会

入
間
市　
藤
沢
第
一
地
区
民
生

委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

日
高
市　

高
麗
地
区
民
生
委

員
・
児
童
委
員
協
議
会

上
尾
市　
上
尾
南
地
区
民
生
委

員
・
児
童
委
員
協
議
会

川
越
市　
南
古
谷
地
区
民
生
委

員・児
童
委
員
協
議
会

�

会
長　
奥　
田　
紀　
子

熊
谷
市　
第
３
地
区
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会

�

会
長　
今　
井　
徹　
雄

飯
能
市　
飯
能
第
一
地
区
民
生

委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

�

会
長　
細　
田　
ヨ
リ
子

加
須
市　
不
動
岡
地
区
民
生
委

員
・
児
童
委
員
協
議
会

�

会
長　
横　
田　
富　
司

本
庄
市　

旭
地
区
民
生
委
員
・

児
童
委
員
協
議
会

�
会
長　

　
木　
秀　
夫

東
松
山
市　
野
本
地
区
民
生
委

員
・
児
童
委
員
協
議
会

�

会
長　
小　
鮒　
忠　
明

深
谷
市　

藤
沢
地
区
民
生
委

員
・
児
童
委
員
協
議
会

�

会
長　
引　
間　
ふ
じ
子

上
尾
市　
上
尾
南
地
区
民
生
委

員
・
児
童
委
員
協
議
会

�

会
長　
八　
木　
文　
子

草
加
市　
草
加
東
部
地
区
民
生

委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

�

会
長　
石　
毛　
一　
海

草
加
市　
草
加
安
行
地
区
民
生

委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

�

会
長　
天　
野　
達　
雄

戸
田
市　

新
曽
地
区
民
生
委

員
・
児
童
委
員
協
議
会

�

会
長　
小　
山　
昌　
彦

志
木
市　

宗
岡
地
区
民
生
委

員
・
児
童
委
員
協
議
会

�

会
長　
吉　
田　
豊　
子

久
喜
市　
久
喜
第
１
地
区
民
生

委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

�

会
長　
野　
原　
正　
子

久
喜
市　
久
喜
第
６
地
区
民
生

委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

�

会
長　
不　
破　
朝　
子

八
潮
市　

潮
止
地
区
民
生
委

員
・
児
童
委
員
協
議
会

�

会
長　
金　
杉　
光　
子

嵐
山
町　
民
生
委
員
・
児
童
委

員
協
議
会

�

会
長　
青　
木　
裕　
子

優
良
民
生
委
員
・
児
童
委
員

優
良
民
生
委
員
・
児
童
委
員

協
議
会
表
彰
受
賞
地
区

協
議
会
表
彰
受
賞
地
区

��

～～
1515
地
区
～

地
区
～

永
年
勤
続
単
位
民
生
委
員
・

永
年
勤
続
単
位
民
生
委
員
・

児
童
委
員
協
議
会
会
長
表
彰

児
童
委
員
協
議
会
会
長
表
彰

受
賞
者

受
賞
者��

～～
1616
名
～
名
～
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▪
加
須
市
　
尾
髙
　
幸
江

　

民
生
委
員
皆
が
楽
し
く
与
え
ら
れ
た

仕
事
を
す
る
。
健
康
で
長
い
間
委
員
と

し
て
働
こ
う

▪
春
日
部
市
　
鈴
木
　
浩
子

　

年
齢
差
も
感
じ
る
こ
の
頃
だ
け
ど
全

員
一
致
で
定
例
会
で
、
ぜ
ひ
と
も
ま
と

め
て
行
く
覚
悟

▪
羽
生
市
　
鈴
木
　
康
夫

　

市
民
に
民
生
委
員
の
活
動
が
周
知
さ

れ
、
市
の
福
祉
の
向
上
に
貢
献
・
寄
与

で
き
る
こ
と

▪
草
加
市
　
渡
邉
　
幸
司

　

地
域
に
寄
り
添
い
人
と
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
、
心
に
優
し
さ
を
大
事
に

し
て
自
立
し
た
活
動

▪
川
越
市
　
芝
波
田
　
靜
香

　

民
生
委
員
を
受
け
て
良
か
っ
た
と
思

え
る
よ
う
楽
し
く
活
動
し
、
地
域
に
貢

献
し
た
い

▪
越
谷
市
　
齊
藤
　
峰
雄

　
全
員
メ
ン
バ
ー
が
常
に
協
力
的
で
あ
る

▪
久
喜
市
　
長
谷
川
　
朱
實

　

委
員
全
員
が
“
和
を
も
っ
て
尊
ぶ
”

心
を
大
切
に
、
協
力
的
で
地
域
に
寄
り

添
え
る
民
児
協
で
す

▪
八
潮
市
　
篠
木
　
猛

　
優
し
い
心
と
笑
顔
が
溢
れ
、幸
せ
い
っ

ぱ
い
地
域
に
届
け
る
、
奥
ゆ
か
し
さ
の

あ
る
民
生
委
員

▪
三
郷
市
　
志
子
田
　
健
一

　

主
体
性
と
協
調
性
を
全
委
員
が
バ
ラ

ン
ス
よ
く
保
有
し
、
地
域
福
祉
に
貢
献

で
き
る
民
児
協

▪
蓮
田
市
　
大
野
　
礼
子

　

五
地
区
の
情
報
を
共
有
し
、
こ
れ
か

ら
も
、
地
域
差
を
感
じ
な
い
よ
う
配
慮

し
て
い
く

▪
幸
手
市
　
倉
持
　
昭
夫

　

各
地
域
で
身
近
な
相
談
役
と
し
て
気

軽
に
話
し
か
け
ら
れ
る
存
在
で
あ
る
こ
と

6262
市
町
村
民
児
協
会
長

市
町
村
民
児
協
会
長
に
よ
る

に
よ
る

意
見
交
換

意
見
交
換
をを
実
施
実
施

地
区
民
児
協
の
運
営
に
つ
い
て

地
区
民
児
協
の
運
営
に
つ
い
て

　
令
和
４
年
度
「
ブ
ロ
ッ
ク
別
市
町
村
民
児
協
会
長
連
絡

会
議
」
に
お
い
て
、
地
区
民
児
協
支
援
部
会
の
企
画
に
よ

り
、「
定
例
会
の
進
め
方
・
必
ず
行
う
こ
と
・
工
夫
し
て

い
る
こ
と
・
困
っ
て
い
る
こ
と
・
参
加
す
る
関
係
機
関
」

等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
会
議

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、
市
町
村
民
児
協
会
長
の

「
わ
が
ま
ち
民
児
協
の
理
想
」
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

地区民児協
支援部会

開
催
当
番
市
：
春
日
部
市

開
催
日
：
令
和
４
年
６
月
29
日

開
催
当
番
市
：
狭
山
市

開
催
日
：
令
和
４
年
７
月
８
日

東

西

部
ブ
ロ
ッ
ク

部
ブ
ロ
ッ
ク

▪
吉
川
市
　
鈴
木
　
庄
次

　

日
々
の
見
守
り
活
動
の
悩
み
ご
と
は

定
例
会
で
情
報
の
共
有
化
を
図
り
、
問

題
解
決
を
す
る

▪
白
岡
市
　
矢
島
　
静
江

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
が
、

楽
し
く
で
き
る
こ
と
が
理
想
で
す

▪
宮
代
町
　
根
岸
　
博
美

　

全
員
で
問
題
を
共
通
認
識
し
て
話
し

合
い
を
し
て
、
問
題
解
決
に
あ
た
れ
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

▪
杉
戸
町
　
大
橋
　
登
喜
夫

　

３
年
に
一
度
の
改
選
に
６
年
間
数
人

の
民
生
委
員
の
欠
員
を
な
く
す
努
力
を

す
る
こ
と
が
大
変

▪
松
伏
町
　
今
井
　
し
げ
子

　

皆
さ
ん
の
推
薦
等
の
協
力
を
得
て
欠

員
を
な
く
し
揃
っ
て
活
動
し
て
行
か
れ

る
民
児
協

6令和4年10月1日　No.171



▪
川
口
市
　
厚
川
　
葉
子

　

川
口
の
民
児
協
は
協
力
員
さ
ん
が
い

る
こ
と
、
33
人
心
強
い
で
す
ね

▪
鴻
巣
市
　
酒
巻
　
喜
久
子

　

定
例
会
は
一
部
の
人
の
発
言
の
み
で

な
く
全
員
が
必
ず
一
言
発
言
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と

▪
上
尾
市
　
鮫
嶋
　
紀
子

　

地
域
福
祉
の
担
い
手
と
し
て
、
み
ん

な
で
学
び
合
い
高
め
合
う
こ
と
が
で
き

る
民
児
協

▪
蕨
市
　
佐
藤
　
政
美

　

仲
間
と
と
も
に
地
域
の
人
々
が
安
全

安
心
に
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
地
域
づ
く

り
に
努
め
た
い

▪
戸
田
市
　
磯
部
　
恒
子

　

地
域
の
人
た
ち
が
安
心
し
て
相
談
し

た
り
話
し
合
っ
た
り
で
き
る
サ
ロ
ン
を

も
っ
と
作
り
た
い

▪
所
沢
市
　
市
川
　
實

　

地
区
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
タ
イ
ム
リ
ー

な
対
応
が
で
き
る
民
児
協
を
組
織
し
て

い
き
た
い

▪
飯
能
市
　
野
口
　
博
巳

　

活
動
し
や
す
い
民
児
協
に
、
自
分
た

ち
で
考
え
実
行
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
民
児
協
に
な
る

▪
東
松
山
市
　
金
杉
　
明

　

ど
の
地
域
の
住
人
で
い
よ
う
と
、
民

生
委
員
の
活
動
は
変
わ
ら
な
い
。
そ
の

こ
と
を
全
体
で
理
解
す
る

▪
狭
山
市
　
藤
野
　
美
佐
子

　

委
員
一
人
一
人
が
悩
み
を
抱
え
込
ま

な
い
で
、
地
区
で
共
有
し
あ
え
る
こ
と

が
大
事
だ
と
思
う

▪
入
間
市
　
臼
井
　
秀

　

単
位
民
児
協
ご
と
、
各
関
係
団
体
と

の
連
携
を
さ
ら
に
深
め
、一
つ
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
し
活
動
す
る

▪
富
士
見
市
　
關
　
知
枝

　

だ
れ
一
人
欠
員
の
な
い
状
態
で
情
報

共
有
を
効
果
的
に
と
れ
れ
ば
良
い
と

思
っ
て
い
ま
す

▪
坂
戸
市
　
佐
藤
　
和
恵

　
皆
に
親
し
ま
れ
る
明
る
い
民
児
協
！

▪
鶴
ヶ
島
市
　
武
田
　
和
子

　

連
合
協
議
会
に
お
い
て
各
地
区
の
意

志
統
一
を
計
り
進
行
し
て
い
ま
す
。
そ

の
他
は
各
地
区
で
!!

開
催
当
番
市
：
川
口
市

開
催
日
：
令
和
４
年
７
月
11
日

南
部
ブ
ロ
ッ
ク

▪
日
高
市
　
北
田
　
文
子

　

市
役
員
会
で
決
定
し
て
、
単
位
民
児

協
会
長
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
の
で

現
状
で
良
い

▪
ふ
じ
み
野
市
　
風
間
　
和
江

　

地
域
住
民
と
民
児
協
と
の
交
流
や
理

解
が
進
み
気
楽
に
相
談
が
で
き
る
会
に

な
る
こ
と
で
す

▪
三
芳
町
　
三
瓶
　
ス
ミ
子

　

コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
が
長
期
化
し
て

い
ま
す
が
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

町
で
あ
り
た
い

▪
毛
呂
山
町
　
森
澤
　
美
智
子

　

定
例
会
が
情
報
共
有
の
場
で
あ
り
、

委
員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
で
あ
り
た
い

▪
越
生
町
　
原
口
　
孝
幸

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
が
地

域
の
方
々
の
理
解
を
得
ら
れ
て
関
わ
っ

て
い
く
こ
と

▪
滑
川
町
　
檀
原
　
美
明

　

民
生
委
員
の
活
動
が
自
由
で
闊
達
に

な
る
雰
囲
気
づ
く
り
が
大
切
で
あ
る
と

考
え
て
い
る

▪
嵐
山
町
　
青
木
　
裕
子

　

定
例
会
の
事
例
発
表
を
大
切
に
泉
恵

造
氏
の
研
修
で
学
習
し
た
“
お
茶
の
間
”

の
雰
囲
気
が
理
想

▪
小
川
町
　
小
川
　
新
一

　

地
域
の
困
り
ご
と
を
解
決
で
き
る
権

限
の
あ
る
民
生
委
員
が
理
想

▪
川
島
町
　
中
島
　
好
則

　

町
の
福
祉
奉
仕
者
と
し
て
住
民
に
寄

り
添
え
る
民
生
委
員
を
育
て
る
地
盤
づ

く
り
を
目
指
す

▪
吉
見
町
　
塩
浦
　
貞
朗

　

定
例
会
に
出
席
さ
れ
た
委
員
が
必
ず

意
見
を
述
べ
て
良
か
っ
た
と
思
う
よ
う

に
し
て
帰
っ
て
も
ら
い
た
い

▪
鳩
山
町
　
矢
野
　
幹
夫

　

高
齢
者
が
何
で
も
相
談
で
き
る
民
児

協
の
一
員
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い

▪
と
き
が
わ
町
　
坂
下
　
浩

　

住
民
の
見
守
り
役
と
し
て
、
全
委
員

が
助
け
合
い
、
協
力
し
、
そ
の
職
務
を

誇
り
と
す
る

▪
東
秩
父
村
　
鈴
木
　
洋
三

　

我
が
民
児
協
で
は
、
コ
ロ
ナ
前
ま
で

は
研
修
旅
行
へ
行
っ
て
ま
し
た
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▪
朝
霞
市
　
土
佐
　
隆
子

　

協
力
員
の
人
た
ち
が
助
け
て
く
れ
れ

ば
民
生
委
員
の
欠
員
も
な
く
な
る
か
も

▪
志
木
市
　
吉
田
　
豊
子

　

行
政
と
地
域
住
民
の
つ
な
ぎ
役
的
存

在
と
し
、
地
道
に
コ
ツ
コ
ツ
と
前
に
前

に
進
む

▪
和
光
市
　
冨
澤
　
幸
男

　

笑
顔
と
活
力
の
溢
れ
る
町
づ
く
り
の

た
め
、
責
任
と
希
望
を
未
来
に
繋
ぐ
活

動
を
行
い
た
い

▪
新
座
市
　
丸
山
　
ト
モ
子

　

地
域
社
会
の
担
い
手
と
し
て
必
要
な

体
制
を
構
築
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

▪
桶
川
市
　
中
村
　
文
雄

　

地
域
福
祉
の
担
い
手
と
し
て
一
人
ひ

と
り
の
委
員
活
動
を
し
や
す
く
で
き
る

環
境
を
つ
く
る

▪
北
本
市
　
岡
野
　
貞
子

　

欠
員
が
な
い
、
次
期
の
民
生
委
員
も

欠
員
な
く
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。
楽
し
い

民
児
協
活
動
を
心
が
け
て
い
ま
す

▪
伊
奈
町
　
加
藤
　
衛

　

町
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
方
が
訪
問
を
待

ち
焦
が
れ
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

集
団
で
あ
り
た
い

▪
熊
谷
市
　
寺
田
　
治
子

　

ひ
と
り
一
人
の
意
見
を
大
切
に
、
支

え
あ
う
地
域
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
て
い

き
た
い

▪
行
田
市
　
小
林
　
定
春

　

全
て
の
民
生
児
童
委
員
が
、
や
り
が

い
や
誇
り
を
も
っ
て
、
活
動
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
こ
と

▪
秩
父
市
　
宮
下
　
昭

　

全
委
員
か
ら
定
例
会
で
意
見
事
例
等

を
出
し
て
い
た
だ
き
地
域
の
実
情
を
委

員
全
員
で
共
有

▪
本
庄
市
　
茂
木
　
秀
夫

　

子
ど
も
、
高
齢
者
、
障
が
い
の
あ
る

人
た
ち
に
優
し
く
相
談
、
支
援
者
と
し

て
隣
近
所
の
支
え
あ
い
の
絆
を
強
め
安

全
安
心
な
街
を
創
る

▪
深
谷
市
　
河
田
　
英
雄

　

欠
員
な
し
、
真
心
と
思
い
や
り
で
人

に
接
す
る
、
委
員
同
志
の
親
睦
を
図
り
、

研
鑽
に
励
む

▪
皆
野
町
　
久
保
田
　
順
一

　

真
剣
な
討
議
と
自
己
研
鑽
。
縦
横
の

連
携
を
と
り
つ
つ
、
和
気
あ
い
あ
い
の

民
児
協

▪
長
瀞
町
　
染
野
　
操

　

小
規
模
町
の
特
色
を
生
か
し
、
住
民

や
行
政
と
の
絆
が
よ
り
身
近
に
感
じ
ら

れ
る
民
児
協

▪
小
鹿
野
町
　
多
比
良
　
キ
ヨ
子

　

定
例
会
時
47
名
が
３
班
に
分
か
れ
情

報
交
換
。
活
発
な
情
報
（
意
見
）
を
期

待
す
る

▪
美
里
町
　
森
田
　
實

　

各
委
員
一
人
一
人
が
見
守
り
活
動
が

で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
き
、
支
援
す

る
よ
う
努
力
す
る

▪
神
川
町
　
木
村
　
葉
子

　

気
軽
に
相
談
で
き
る
隣
人
で
あ
れ
！

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
情
報
共
有
を
し

無
理
の
な
い
取
り
組
み
の
で
き
る
会
に

し
た
い

▪
上
里
町
　
岩
田
　
義
典

　

民
生
委
員
に
対
し
て
の
期
待
が
多
す

ぎ
、身
の
丈
に
合
っ
た
活
動
を
し
て
い
く

▪
寄
居
町
　
麥
屋
　
英
雄

　

寄
居
町
の
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り
の

一
助
に
な
り
た
い

開
催
当
番
市
：
行
田
市

開
催
日
：
令
和
４
年
７
月
５
日

部
ブ
ロ
ッ
ク

北

◆
県
民
児
協
会
長
　
大
谷
　
富
夫

　
板
東
武
蔵
の
六
二
人
県
民
児
協
の

底
力
渋
沢
流
の
行
動
規
範
天
下
を
目

指
し
い
ざ
出
陣
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令
和
４
年
度（
第

令
和
４
年
度（
第
8282
回
）
回
）

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
民
生
委
員・児
童
委
員

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
民
生
委
員・児
童
委
員

活
動
研
究
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

活
動
研
究
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
７
月
28
日
～
29
日
、
静
岡
県
浜
松
市
「
ア
ク
ト
シ
テ
ィ
浜
松
」

等
に
お
い
て
標
記
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
が
行
わ
れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
会
か
ら
は
正
副
会
長
と
事
務
局
職
員
の
８
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
、
式
典
や
全
体
会
、
記
念
講
演
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
２
日

目
は
分
科
会
が
行
わ
れ
、
本
会
の
大
野
副
会
長
が
第
４
分
科
会
に
お
い
て

発
表
し
ま
し
た
。
課
題
や
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
が
行
わ
れ

る
等
、
貴
重
な
交
流
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

実
践
報
告
者
と
し
て
、
ま
ず
令
和
２

年
度
に
改
革
を
し
た
民
児
協
組
織
構
成

図
を
示
し
説
明
、
県
内
委
員
全
員
に
成

果
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
い
う

思
い
で
す
。

　

主
任
児
童
委
員
部
会
を
62
市
町
村
代

表
者
全
委
員
に
入
っ
て
も
ら
い
、
４
つ

の
分
科
会
に
分
け
、
主
任
児
童
委
員
活

動
の
周
知
、
不
登
校
問
題
、
児
童
虐
待

や
埼
玉
県
で
い
ち
早
く
取
り
組
み
始
め

た
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
問
題
等
、
そ
れ
ぞ

れ
の
分
科
会
で
検
討
し
、
全
体
で
話
し

合
い
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
を
検
討
し
、
参

考
資
料
を
作
成
し
て
お
り
ま
す
。
次
に
、

事
例
等
を
示
し
な
が
ら
、
活
動
方
法
等

も
分
か
り
や
す
く
な
る
よ
う
、
手
引
書

作
り
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
児
童
虐
待
等
の
課
題
に
対

し
て
は
、
地
域
差
は
あ
り
ま
す
が
、
学

校
と
の
連
携
を
重
視
し
、
関
係
機
関
と

第
４
分
科
会
「
児
童
虐
待
防
止
に

関
す
る
児
童
委
員
・
主
任
児
童
委

員
の
取
り
組
み
」
の
実
践
報
告

埼
玉
県
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

�

副
会
長
　
大
野
　
礼
子

の
最
適
な
連
携
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

学
校
側
も
委
員
の
協
力
が
ど
こ
ま
で
必

要
な
の
か
も
悩
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。

今
で
は
、
核
家
族
で
の
行
動
が
多
く
な

り
、
子
ど
も
た
ち
が
ま
す
ま
す
見
え
づ

ら
く
、
分
か
り
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。

担
当
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
協
力
し
、

必
要
な
関
係
機
関
と
共
に
見
守
り
な
が

ら
、
改
善
方
法
を
探
り
、
研
修
や
討
議

を
し
、
よ
り
良
い
導
き
方
を
学
ん
で
い

ま
す
。

　

ま
た
、
蓮
田
市
で
は
、
学
校
や
行
政

等
と
関
わ
り
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
が
健
全
に
成
長
で
き
る
よ
う
願
い

な
が
ら
、
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、
顔
の
見

え
る
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
権
利
は
も
ち
ろ
ん
、
発
生

予
防
に
も
心
が
け
、
自
身
と
家
族
を
守

り
な
が
ら
、
地
域
住
民
の
立
場
に
立
ち
、

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、
支
援
を
必
要
と

す
る
人
々
が
孤
立
し
な
い
よ
う
、
地
域

福
祉
活
動
の
推
進
を
図
り
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

　

他
県
の
千
葉
市
、
甲
斐
市
で
は
、
児

童
虐
待
防
止
に
関
す
る
様
々
な
取
り
組

み
や
、
課
題
を
模
索
、
相
模
原
市
は
、

生
ま
れ
た
時
か
ら
相
談
で
き
る
関
係
作

り
を
目
指
し
、
手
作
り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

や
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
渡
し
、
支
援

を
し
て
い
る
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

発表の様子
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研
修
部
会

研
修
部
会

広
報
部
会

広
報
部
会

部
会
活
動
報
告

部
会
活
動
報
告

県
民
児
協
で
は
、
リ
モ
ー
ト
も
活
用
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
４
日
午
前
10
時
か
ら
は
、
研
修

部
会
と
主
任
児
童
委
員
部
会
が
合
同
で
、

埼
玉
県
少
子
政
策
課
職
員
を
お
招
き
し

「
子
ど
も
を
生
み
、
育
て
る
こ
と
が
楽
し

い
埼
玉
県
へ
」
を
テ
ー
マ
に
研
修
を
実

施
し
ま
す
。

　

令
和
４
年
７
月
21
日
、
埼
玉
県
立
大

学
の
母
性
看
護
学
に
講
師
と
し
て
大
谷

会
長
が
リ
モ
ー
ト
参
加
し
ま
し
た
。
養

護
教
諭
を
目
指
す
学
生
を
主
に
42
名
が

受
講
し
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
制

度
や
役
割
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
質
疑
応
答
の
時
間
で
は
終
了

時
刻
直
前
ま
で
質
問
が
飛
び
出
し
、
学

生
の
関
心
の
高
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
授
業
後
に
学
生
か
ら
多
く
の

感
想
が
届
き
ま
し
た
の
で
い
く
つ
か
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
。

● 

民
生
委
員
の
仕
事
に
つ
い
て
、
よ
く

知
ら
な
か
っ
た
の
で
今
回
の
講
義
を

通
し
て
知
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ

た
で
す
。
私
は
地
元
に
ず
っ
と
住
ん

で
い
る
の
で
す
が
、
地
域
の
民
生
委

員
の
人
を
知
ら
な
い
の
で
、
調
べ
て

み
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

● 

今
回
の
講
義
で
民
生
委
員
・
児
童
委

員
は
市
民
と
組
織
と
の
パ
イ
プ
役
だ

と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
市
民

　

広
報
部
会
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
作
成
委

員
会
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主

任
児
童
委
員
活
動
の
参
考
と
な
る
Ｑ
＆

Ａ
方
式
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
ま

し
た
。

　
令
和
元
年
の
改
選
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
者
増
加
に
伴
い
、
社
会
は

大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
私
た
ち
民
生
委

員
・
児
童
委
員
は
、
地
域
住
民
の
支
援
を

続
け
る
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
を
し

な
が
ら
活
動
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童

委
員
の
活
動
は
、
今
後
も
社
会
か
ら
の

期
待
は
大
き
い
と
考
え
ま
す
。
各
委
員

の
多
岐
に
渡
る
活
動
の
諸
問
題
や
不
安

を
、
こ
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
で
軽
減
で
き

る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

委
員
お
一
人
お
ひ
と
り
の
日
頃
の
実

践
活
動
に
役
に
立
つ
も
の
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
地
区
民
児
協
の
定
例
会
な
ど
で

も
活
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
願
っ

て
い
ま
す
。

　
来
る
10
月
28
日
午
後
１
時
半
か
ら
は
、

62
市
町
村
民
児
協
の
会
長
を
対
象
に
、

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
活
用
法
等
の
説
明
と
研

修
を
開
催
し
ま
す
。

　

社
会
福
祉
法
人
浴
風
会
認
知
症

介
護
研
究
研
修
東
京
セ
ン
タ
ー
の

方
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
認
知
症

の
人
の
希
望
を
か
な
え
る
ヘ
ル
プ

カ
ー
ド
に
つ
い
て
本
会
正
副
会
長

が
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

認
知
症
の
本
人
の
望
み
や
自
立

を
尊
重
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

お
り
、
望
ん
で
い

る
こ
と
・
協
力
し

て
ほ
し
い
こ
と
を

本
人
が
考
え
て
記

入
す
る
点
が
特
徴

的
で
し
た
。
ぜ
ひ

認
知
症
の
方
と
そ

の
ご
家
族
へ
の
提

案
に
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

　

令
和
４
年
10
月
４
日
に
開
催
さ

れ
る
「
第
１
回
埼
玉
県
民
生
委
員
・

児
童
委
員
協
議
会
主
催
研
修
」
の

午
後
の
部
に
お
い
て
、当
セ
ン
タ
ー

研
究
企
画
主
幹
の
花
田
様
に
お
越

し
い
た
だ
き
、
62
市
町
村
民
児
協

の
会
長
を
対
象
に
、
説
明
と
意
見

交
換
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

の
生
の
声
を
聞
き
、
一
人
ひ
と
り
に

あ
っ
た
支
援
を
行
う
、
な
く
て
は
な

ら
な
い
存
在
だ
と
い
う
こ
と
に
気
づ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
あ
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

● 

今
ま
で
民
生
委
員
や
児
童
委
員
の
仕

事
に
つ
い
て
あ
ま
り
分
か
っ
て
い
な

か
っ
た
の
で
、
こ
の
機
会
に
こ
れ
ら

を
知
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
今
後
養
護
教
諭
と
し

て
働
く
際
に
、
今
日
の
お
話
を
思
い

出
し
、
民
生
委
員・児
童
委
員
さ
ん
と

連
携
し
な
が

ら
、
子
ど
も

た
ち
の
支
援

を
行
っ
て
い

き
た
い
と
思

い
ま
す
。

民
生
委
員・児
童
委
員
、主
任
児
童
委
員

活
動
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
完
成

埼
玉
県
立
大
学
へ
の
講
師
派
遣

合
同
研
修

希
望
を
か
な
え
る

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
と
は
？

Topics

大谷会長
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主
任
児
童
委
員
部
会

主
任
児
童
委
員
部
会

　

分
科
会
１
で
は
主
任
児
童
委
員
の
認

知
度
ア
ッ
プ
の
た
め
に
、
主
任
児
童
委

員
の
役
割
や
活
動
内
容
を
周
知
す
る
た

め
の
配
布
物
が
用
意
さ
れ
て
い
る
か
に

つ
い
て
、
埼
玉
県
内
62
市
町
村
の
状
況

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
市
町
村
で
作
成
さ
れ
た
も
の
を
ご

提
供
い
た
だ
き
、
そ
の
中
で
も
見
や

す
く
分
か
り
や
す
か
っ
た「
蓮
田
市
」

と「
上
尾
市
」、
ま
た
外
国
の
方
向
け

に
英
語
表
記
で
作
成
さ
れ
た「
三
郷

市
」の
も
の
を
参
考
と
し
て
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。
細
か
な
内
容
に
つ
い
て

分
科
会
１　

�
認
知
度
ア
ッ
プ
の
た
め
の

活
動
状
況

は
県
民
児
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
デ
ー

タ
を
掲
載
い
た
し
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら

を
ご
確
認
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
は
、
市
町
村

に
よ
り
異
な
っ
て
い
る
部
分
も
あ
り
ま

す
。
特
に
委
員
さ
ん
の
個
人
情
報
の
記

載
は
各
地
区
に
お
い
て
慎
重
な
議
論
が

不
可
欠
で
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
ま
だ
こ
う

い
っ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
な
い
市

町
村
の
方
々
は
ぜ
ひ
参
考
に
し
て

い
た
だ
き
、
作
成
を
検
討
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
主
任
児
童
委
員
の
活
動

が
よ
り
し
や
す
く
な
る
よ
う
に
、

「
主
任
児
童
委
員
の
手
引
書
」
も

現
在
作
成
中
で
す
。
9
6
0
8
名

す
べ
て
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

に
配
布
予
定
で
す
。

　
内
容
や
活
用
方
法
に
関
す
る
説

明
会
を
11
月
中
旬
頃
に
開
催
予
定

で
す
。

　
ぜ
ひ
活
動
の
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
。

三郷市

Ⓒ三郷市

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
  
  
 
 

Chief Commissioned Child Welfare Volunteers are a panel of 
experts in charge of problems concerning children mainly from 
new born to 18 years old for the sake of their sound growth.  

主任児童委員の活動について

三郷市民生委員・児童委員協議会

主任児童委員連絡会 
Secretariat: Section in charge of Welfare Volunteers and Child Welfare Volunteers,

Department of Welfare Services, Misato City Hall 
Phone: 048-930-7775 (direct line)
事務局：三郷市福祉部 民生委員・児童委員担当

電話：０４８－９３０－７７７５ （直通）
担当地区 区割図

私たち主任児童委員が応援します！
Waseda Dai-ichi District

早稲田第１地区

Waseda Dai-ni District
早稲田第２地区

Misato Danchi District
みさと団地地区

Hikonari District
彦成地区

Towa-higashi Dai-ichi District
東和東第１地区Towa-nishi Dai-ichi District

東和西第１地区

Towa-nishi Dai-ni District
東和西第２地区

Towa-higashi Dai-ni District
東和東第２地区

上尾市

民生委員・児童委員

主任児童委員

あなたを応援するネットワークがあります

学校

医療機関

警察

保育所

幼稚園

児童相談所

保健所

保健センター 社協

市福祉事務所

上上尾尾市市子子どどもも支支援援

ネネッットトワワーークク

 

子子どどももののここととなならら

ななんんででもも相相談談ししててくくだだささいい

主任児童委員が応援します

上尾市民生委員・児童委員協議会連合会

主任児童委員連絡会

おお問問合合せせ先先  
委委員員  上上尾尾市市 福福祉祉総総務務課課
００４４８８－－７７７７５５－－５５１１１１８８ 直直

※主主任任児児童童委委員員はは地地区区ごごととにに

配配置置さされれてていいまますす。。

主任児童委員とは

このような活動をしています

子育てサロンを通した子育て支援

子育て中の親たちが地域で孤立して悩みを抱え込まないようにす

るための仲間づくりの場として「子育てサロン」を運営していま

す。

子どもにかかわる個別支援活動

いじめ、不登校、非行、児童虐待、しつけ、発育上の悩みなど個

別の悩みについて、主任児童委員が相談にのっています。

地域の見守り活動

地域で子どもたちが安心して安全に過ごせるよう見守り活動をし

ています。

○主任児童委員は、子どもの福祉を専門的に担当する民生委員・

児童委員です。

○主任児童委員は、地区を担当する民生委員・児童委員と連携・

協力して相談にのります。

○厚生労働大臣より、主任児童委員として指名されて活動してい

ます。

 

子育て不安

誰も相談する

相手がいない

こんなことで困っていませんか

仲間づくり

近所に知り合

いがいない

妊娠中や出産

後の心配ごと

 

不登校

いじめ

非行

しつけの仕方

がわからない

親子関係

イライラして、つい

たたいてしまう

あなたの困った時に、あなたをサポートします。

相談の秘密は守ります。（主任児童委員には、活動で得た個人の
秘密を守る『守秘義務』があります。） 

蓮田市

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

蓮田市
は す だ し

ﾏｽｺｯﾄｷｬﾗｸﾀｰ「はすぴい」 
 
 
 
 

蓮蓮田田市市
は す だ し

民民生生
みんせい

委委員員
い い ん

・・児児童童
じ ど う

委委員員協協
いいんきょう

議議会会
ぎ か い

 
 
 
 

主主任任
しゅにん

児児童童
じ ど う

委委員員
い い ん

はは……

子子
こ

どどももやや子子
こ

育育
そだ

ててにに関関
かん

すするる支支援援
し え ん

をを、、主主
おも

にに

担担当当
たんとう

すするる民民生生
みんせい

委委員員
い い ん

・・児児童童
じ ど う

委委員員
い い ん

でですす。。

ここんんににちちはは

主主任任
しゅにん

児児童童
じ ど う

委委員員
い い ん

でですす。。

ひひととりりでで抱抱
かか

ええ込込
こ

ままずずにに

相相談談
そうだん

ししててくくだだささいい。。

相談
そうだん

内容
ないよう

に応
おう

じて 適切
てきせつ

な関係
かんけい

機関
きかん

による支援
しえん

への

『『つつななぎぎ役役
やく

』』になります。

○○ああななたたのの地地域域
ちい き

のの主主任任
しゅにん

児児童童
じど う

委委員員
いい ん

はは

担担当当
たんとう

地地区区
ち く

小小学学
しょうがっ

校校名名
こうめい

氏氏名名
しめ い

（（ ））

蓮蓮田田南南
はすだみなみ

中中学学校校区区
ちゅうがっこうく

蓮蓮田田南南
はすだみなみ

小小学学校校
しょうがっこう

○○○○ ○○○○

□□□□ □□

蓮蓮田田
はす だ

中中学学校校区区
ちゅうがっこうく

蓮蓮田田
はす だ

中中央央
ちゅうおう

小小学学校校
しょうがっこう △△△△ △△△△

◇◇◇◇ ◇◇◇◇

蓮蓮
はす

田田北北
だき た

小小学学校校
しょうがっこう

☆☆ ☆☆☆☆

黒黒浜浜中中
くろはまちゅう

学学校校区区
がっこうく

黒黒浜浜
くろはま

小小学学校校
しょうがっこう

◎◎◎◎ ◎◎

黒黒浜浜南南
くろはまみなみ

小小学学校校
しょうがっこう

◇◇◇◇ ◇◇◇◇

黒黒浜浜西西
くろはまにし

中中学学校校
ちゅうがっこう

区区
く

黒黒浜浜西西
くろはまにし

小小学学校校
しょうがっこう

△△ △△△△

黒黒浜浜北北
くろはまきた

小小学学校校
しょうがっこう

○○○○ ○○○○

平平野野
ひら の

中中学学校校
ちゅうがっこう

区区
く

平平野野
ひら の

小小学学校校
しょうがっこう □□□□ □□□□□□

●●主主任任
しゅにん

児児童童
じど う

委委員員
いい ん

活活動動
かつどう

ににつついいててののおお問問
と

いい合合
あ

わわせせはは

蓮田市
は す だ し

役所
やくしょ

福祉課
ふ く し か

社会
しゃかい

福祉
ふくし

担当
たんとう

内線
ないせん

７

 

ここんんなな心心配配
しんぱい

ごごとと ななややみみごごととはは

あありりまませせんんかか？？

あなたの秘密
ひみ つ

は、必
かなら

ず守
まも

ります。

わたしたちには守秘
し ゅ ひ

義務
ぎ む

があります。

学学校校
がっこう

生生活活
せいかつ

妊妊娠娠
にんしん

助
たす

けて…

子子
こ

育育
そだ

てて
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蕨
市
は
、
面
積
５
・
11
Ｋ
㎡
に
約

７
万
５
千
人
（
約
４
万
世
帯
）
が
暮
ら

す
、
人
口
密
度
日
本
一
の
市
で
す
。

　

現
在
、
５
地
区
に
単
位
民
児
協
が
あ

り
、
定
数
１
３
５
名
（
内
主
任
児
童
委

員
10
名
）
欠
員
３
名
で
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

一
斉
改
選
に
あ
た
り
次
の
よ
う
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
２
月
に
現
任
委
員
に
再
任
・

退
任
の
意
思
確
認
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
退
任
委
員
か
ら
推
薦
の
あ
っ
た

後
任
候
補
者
に
対
し
、
地
区
会
長
を
中

心
に
内
内
諾
の
確
認
を
行
い
「
推
薦
書

及
び
承
諾
書
」
を
、
担
当
地
区
の
町
会

蕨
市
蕨
市
民
児
協

民
児
協

長
と
地
区
会
長
の
連
名
で
作
成
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
事
務
局
と
地
区
会
長
が

候
補
者
宅
を
訪
問
し
て
、
活
動
の
概
要

等
を
説
明
の
上
「
承
諾
書
」
に
署
名
を

い
た
だ
き
、
７
月
開
催
の
「
民
生
委
員

推
薦
会
」
に
諮
問
し
ま
し
た
。

　

候
補
者
が
見
つ
か
ら
な
い
場
合
は
、

担
当
地
区
外
の
委
員
や
町
会
長
等
に
候

補
者
探
し
の
協
力
を
お
願
い
す
る
等
、

期
限
ま
で
努
力
し
ま
し
た
が
、
残
念
な

が
ら
４
名
の
欠
員
が
生
じ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
ま
だ
ま
だ
候
補
者
探
し
は
続
き

ま
す
。

　

３
年
後
に
は
団
塊
世
代
が
総
て
７
５

歳
以
上
と
な
り
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

社
会
の
変
化
に
合
わ
せ
て
候
補
者
選

出
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

欠
員
が
生
じ
て
も
支
援
を
怠
る
こ
と
の

な
い
体
制
づ
く
り
に
も
関
係
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

�

（
佐
藤　
政
美
）

　

ふ
じ
み
野
市
は
平
成
17
年
、
上
福
岡

市
と
大
井
町
が
合
併
し
て
存
立
し
ま
し

た
。
位
置
的
に
は
都
心
へ
の
ベ
ッ
ト
タ

ウ
ン
と
し
て
人
口
11
万
４
千
人
、
世
帯

数
約
５
万
４
千
と
毎
年
増
加
の
一
途
を

た
ど
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
市
街
で
は
大
型
商
業
施
設
の

進
出
や
７
百
人
単
位
の
マ
ン
シ
ョ
ン
が

数
棟
建
設
さ
れ
て
い
る
現
況
に
あ
り
ま

す
。
今
期
ま
で
の
民
生
委
員
・
児
童
委

ふ
じ
み
野
市

ふ
じ
み
野
市
民
児
協

民
児
協

員
数
で
は
不
足
と
い
う
こ
と
で
、
来
期

は
２
名
の
増
員
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
期
民
生
委
員
・
児
童
委
員
定
数
は

５
地
区
で
１
７
３
名
で
し
た
。
そ
の
中

で
主
任
児
童
委
員
は
10
名
で
す
。

　

当
市
で
は
５
月
の
自
治
連
合
会
総
会

を
経
て
、
現
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

意
向
等
確
認
に
よ
り
新
任
委
員
発
掘
を

行
っ
て
い
ま
す
。
８
月
現
在
、
12
名
の

民
生
委
員
推
薦
会
の
ご
尽
力
に
よ
り

１
６
４
名
の
候
補
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。

残
り
の
欠
員
は
11
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
斉
改
選
で
の
一
番
の
問
題
は
、
欠

員
の
出
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
で
す
。

今
期
は
５
人
の
欠
員
が
３
年
間
継
続
中

で
す
。
欠
員
の
地
区
で
は
、
ど
う
し
て

も
見
つ
か
ら
な
い
と
い
う
点
で
、
地
域

福
祉
充
実
の
観
点
か
ら
は
残
念
と
言
え

ま
す
。
隣
接
地
区
の
委
員
や
他
の
か
た

一
斉
改
選

一
斉
改
選
に
向
け
た

に
向
け
た

各
市
町
村

各
市
町
村
のの
取
組
取
組

　
４
市
町
村
民
児
協
会
長
か
ら
各
市
町
村
に
お
け
る
一
斉
改
選
へ
の

取
組
方
法
に
関
す
る
ご
寄
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
な
り
手
不
足
は
各
市
町
村
共
通
の
課
題

で
あ
り
、
一
斉
改
選
取
組
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
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が
た
の
無
償
の
ご
支
援
に
は
頭
が
下
が

る
思
い
で
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
は
日
本

独
自
の
地
域
福
祉
活
動
で
あ
り
、

１
０
５
年
も
続
い
て
い
ま
す
。
世
界
で

も
真
似
の
で
き
る
国
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
誇
る
べ
き
貴
重
な
制
度
に
つ
い
て
、

も
う
一
度
改
め
て
考
え
る
こ
と
が
、
今

重
要
と
思
わ
れ
ま
す
。
特
に
、
先
述
の

よ
う
に
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
な
り

手
が
な
い
現
状
に
つ
い
て
改
善
策
を
検

討
す
る
必
要
が
痛
感
さ
れ
ま
す
。
全
国

的
な
傾
向
の
よ
う
で
す
が
、
当
市
と
し

て
の
特
性
も
考
慮
し
な
が
ら
、
新
旧
委

員
を
含
め
、
最
善
策
の
検
討
を
模
索
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

�

（
風
間　
和
江
）

　

皆
野
町
で
は
、
３
月
17
日
に
副
町
長

を
会
長
と
し
て
第
一
回
の
推
薦
委
員
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。
委
員
に
は
、
関
係

す
る
町
議
会
議
員
（
複
数
）、
ブ
ロ
ッ
ク

を
代
表
す
る
区
長
（
複
数
）、
前
皆
野
町

民
児
協
会
長
、
現
民
児
協
会
長
及
び
副

皆
野
町

皆
野
町
民
児
協

民
児
協

会
長
、
そ
し
て
福
祉
課
長
が
事
務
局
と

し
て
加
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

会
議
の
冒
頭
、
事
務
局
か
ら
委
員
の

ほ
ぼ
半
数
の
退
任
希
望
者
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
が
、
で
き
る
限
り
慰
留
し
た
の

ち
新
し
く
委
員
を
探
す
こ
と
を
申
し
合

わ
せ
、
第
二
回
に
は
退
任
希
望
者
は
半

数
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
７
月
13

日
の
第
四
回
の
推
薦
委
員
会
で
初
期
の

目
的
を
完
了
し
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
候
補

者
を
探
す
過
程
で
難
航
し
た
の
は

① 　

候
補
者
自
身
の
問
題
と
し
て
定
年

延
長
等
に
よ
り
65
歳
前
の
人
が
見
つ

け
難
い
。

② 　

地
元
区
長
の
協
力
が
欠
か
せ
な
い

の
で
、
更
に
民
児
協
活
動
を
理
解
し

て
も
ら
う
。

以
上
の
２
点
に
充
分
留
意
し
て
い
か
な

い
と
、
民
児
協
の
貴
重
な
歴
史
が
危
ぶ

ま
れ
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す
。

�

（
久
保
田　
順
一
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
受
け
つ
つ
も
事
業
を
展

開
い
た
し
ま
し
た
。「
事
業
報
告
及

び
収
支
決
算
」
は
、
本
会
ホ
ー
ム

ぺ
ー
ジ
の
「
事
業
概
要
」
か
ら
ご

確
認
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

一
般
財
団
法
人

　
埼
玉
県
民
生
委
員・

児
童
委
員
協
議
会

令
和
３
年
度「
事
業
報
告
及
び

収
支
決
算
」に
つ
い
て

　

宮
代
町
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

定
数
は
55
名
で
、
内
３
名
が
主
任
児
童

委
員
で
す
。
７
月
１
日
現
在
の
欠
員
数

は
５
名
で
す
。

　

３
年
前
の
一
斉
改
選
時
に
は
、
欠
員

率
25
・
５
％
で
県
内
ワ
ー
ス
ト
だ
っ
た
宮

代
町
民
児
協
で
は
、
一
斉
改
選
に
向
け

た
意
向
確
認
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
退
任
希
望
者
は
現
員
数
50
名

中
14
名
（
内
３
名
が
定
年
で
の
退
任
者
）

で
あ
り
、
再
任
希
望
者
は
36
名
と
の
回

答
で
し
た
。
特
に
１
期
目
の
委
員
の
方

に
は
極
力
継
続
を
お
願
い
し
、
退
任
を

希
望
す
る
方
に
は
後
任
者
探
し
を
お
願

い
す
る
ほ
か
、
そ
れ
が
困
難
な
場
合
に

は
自
治
会
か
ら
の
推
薦
を
得
た
結
果
、

11
地
区
か
ら
後
任
候
補
者
の
推
薦
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
時
点
で
は
、
総
員
47
名
、
欠
員
８

名
、
欠
員
率
14
・
５
％
で
県
に
推
薦
依
頼

す
る
予
定
で
す
。
ま
だ
後
任
の
見
通
し

の
立
た
な
い
地
区
が
８
地
区
あ
り
ま
す

が
、
特
に
そ
の
う
ち
５
地
区
は
、
こ
の

３
年
間
不
在
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

宮
代
町

宮
代
町
民
児
協

民
児
協

　

一
般
的
に
、
一
度
で
も
欠
員
が
出
た

地
区
で
は
次
の
担
い
手
探
し
へ
の
働
き

か
け
が
弱
ま
り
、
不
在
状
態
が
慢
性
的

に
な
り
が
ち
で
す
。
隣
接
地
区
の
委
員

の
負
担
も
増
え
、
困
り
ご
と
の
発
見
や

解
決
の
た
め
の
関
係
機
関
と
の
連
携
等
、

必
要
な
支
援
の
遅
れ
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

今
後
も
引
き
続
き
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
役
割
や
活
動
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
し
、

欠
員
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
べ
く
努
め

た
い
と
思
い
ま
す
。�

（
根
岸　
博
美
）
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▼171号は県民児協広報部会
　Cチームで編集、校正しました。

今後の予定
10 月

4日 研修部会「子育て支援に関する研修会」すこやかプラザ
12日 広報部会（企画会議） すこやかプラザ
13日 正副会長会議 すこやかプラザ
18日 主任児童委員部会（分科会1）すこやかプラザ
19-20日 全国民生委員児童委員大会 愛知県名古屋市
28日 広報部会「ハンドブック説明会」すこやかプラザ

11 月
9日 主任児童委員部会「児童虐待に関する意見交換会」 すこやかプラザ
17日 正副会長会議 すこやかプラザ
22日 広報部会（編集会議） すこやかプラザ
24日 桜美林大学講師派遣 すこやかプラザ

12 月
23日 市町村民児協会長会議 すこやかプラザ

　地域における各種福祉サービス活動及び施設
等における設備充実のために、共同募金運動に対
して大きな期待が寄せられています。
　県民児協では、理事会（7月12日開催）及び評
議員会（7月26日開催）において、民生委員・児

童委員が地域福祉の推進役として積極的に共同
募金運動に協力することを目的に、次のような申
し合わせをしましたので、特段のご高配をお願い
いたします。

1　趣旨「個人大口・法人募金」協力者の開拓
　 　各市町村共同募金支会における募金組織の活

動方針に即応しつつ、各民生委員・児童委員が
支会の奉仕者として、担当地域内において主と
して「個人大口・法人募金」にかかる新たな理
解者・協力者の開拓推進に協力する。

2　目標及び方法
　（ 1 ） 　県民児協の「申し合わせ」として、おお

むね1人の民生委員・児童委員あたりに換
算して、1万円以上の実績が上がることを目
標として、理解者・協力者の開拓に努力す
るものとすること。

　（ 2 ） 　この運動による実績は、全て各市町村共
同募金支会の実績額に組み込まれるもので
あり、民児協としての特別枠をたてるもの
ではないこと。

　（ 3 ） 　実施にあたっては支会事務局と密接な連
携のもとに同支会の策定する募金活動の要
領に沿って実施するものとすること。

3　その他
　 　各市町村支会の募金については、共同募金
（戸別募金・街頭募金・学校募金・バッジ、クオ
カード、図書カードを使用した職域募金並びに
個人大口・法人募金）目標額の50％を超えた実
績額が、地元市町村社協が行う地域福祉活動の
財源として助成されることとなります。

＜例＞
●100％の場合
目標額5,000,000円・実績額5,000,000円
 50％＝2,500,000円
5,000,000円

 50％＝2,500,000円 （市町村社協に助成）
●120％の場合
目標額5,000,000円・実績額6,000,000円
 50％＝2,500,000円
5,000,000円

 50％ ＝2,500,000円＋
　1,000,000円（目標超過額）
＝3,500,000円（市町村社協に助成）

共同募金運動に協力しましょう！共同募金運動に協力しましょう！
～共同募金への担当地区内での個人大口・法人募金協力者の開拓に協力しましょう～～共同募金への担当地区内での個人大口・法人募金協力者の開拓に協力しましょう～

期間：令和4年10月1日～令和5年3月31日

令和4年度一般募金目標額 682,000,000円令和4年度一般募金目標額 682,000,000円
（支会募金669,952,000円、本部扱募金12,048,000円）（支会募金669,952,000円、本部扱募金12,048,000円）

〒330-0075
さいたま市浦和区針ヶ谷４-２-65
彩の国すこやかプラザ
一般財団法人
埼玉県民生委員・児童委員協議会
広報係宛

「民生委員・児童委員の声」
原稿募集中

提出先
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